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平
成
二
十
三
年
度
　
第
二
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

（
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み

、
研
究
機
関

）

☆
ズ
ボ
ン
ベ
ル
ト
（
バ
ン
ド
）
護
身
武
道

　
※
昨
今
、

刃
物
を
使
用
し
て
の
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

あ
え
て
自
ら
刃
物
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

や

む
を
得
ず
対
峙
す
る
よ
う
な
場
合
、

身
近
な
も
の
で
対
峙
す
る
こ
と

に
よ
り
身
体
へ
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

護
身
武
道
の
練
習
の
一
環
と
し
て
、

ヌ
ン
チ
ャ

ク
を
使
用

し
て
の
相
対
が
あ
り
ま
す
が
、

現
実
問
題
ヌ
ン
チ
ャ

ク
を
通
常
所
持

す
る
こ
と
は
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
身
近
な
物
を
使
用

し
て
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
れ
ば
習
い
覚
え
た
価
値
が
あ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

※
「

そ
の
時
が
今
、

今
が
そ
の
時
」

・
・
そ
の
思
い
に

立
っ

た
時
、

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

最
善

を
尽
く
す
た
め
に
技
を
習
得
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
な
り

ま
す
。

※
バ
ン
ド
（

ベ
ル
ト
）

に
よ
る
対
応
は
、

相
手
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ

を
与
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
の
で
、

攻
撃
す
る
部
位
を
特
定
し

(

直
接
的
、

間
接
的

)

に
攻
め
る
こ
と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

　
部
位
：
凶
器
等
の
持
ち
手
へ
の
直
接
攻
：
内
尺
谷
・
ﾅ
ｲ
ｼ
ｬ
ｸ

ﾔ
、

外
尺
谷
・
ガ
ｲ
ｼ
ｬ
ｸ
ﾔ
、

合
谷
・
ｱ
ｲ
ﾔ
（

親
指
と
人
差
し

指
の
ま
た
の
間
、

：
凶
器
持
ち
等
へ
の
間
接
攻
：
眼
球
（

目
そ
の
も
の
）

三
合
（

こ
め

か
み
）

四
合
（

三
合
よ
り
少
し
斜
め
上
）

金
的
（

睾
丸
）
）
、

膝
関

節
、

肘
関
節

平
成
二
十
三
年
度
　
第
二
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

（
心
技
体
の
向
上
訓
練
確
認
機
関

）

第
三
十
三
回
指
導
者
研
修
会

日
時
　
平
成
２
３
年
７
月
３
０
日
１
０
：
０
０
～

１
５
：
０
０

場
所
　
荒
川
区
西
日
暮
里
１
・
５
・
８
旧
真
土
小
学
校
体
育
館

日
時
　
７
月
３
１
日
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
１
０
　
峡
田
ふ
れ
あ
い
館
多
目
的
室

研
修
内
容

　
高
段
位
審
査
に
む
け
て

　
全
体
指
導
の
向
上

第
三
十
四
回
指
導
者
研
修
会

日
時
　
平
成
２
３
年
９
月
２
３
日

（
金

）

場
所
　
台
東
区
今
戸
１
・
１
・
１
０
台
東
区
リ
バ
ー

サ
イ
ド
体
育
館

研
修
内
容

　
選
手
の
サ
ポ
ー

ト
・

、
応
援

　
報
告
・
連
絡
・
相
談

平
成
二
十
三
年
度
　
第
二
・
四
半
期

偲
ぶ
会

　
平
成
２
３
年
度
分
を

、
直
接
会
長
に
手
渡
し
い
た
し
ま
し
た

。

　
※
平
成
２
３
年
８
月
２
９
日

（
月
曜
日

）
偲
ぶ
会
発
起
人
で
あ

る

、
大
河
原
一
彦
先
生
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た

。
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ

る
死
で
し
た

。
当
連
盟
の
理
事
は

、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り

、

こ
れ
か
ら
も
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
人
の
一
人
で
あ
り
ま
し
た

。

五
十
五
歳
の
若
さ
で
逝
か
れ

、
先
生
自
身

「
す
る
べ
き
こ
と

」
「
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

」
を
残
し

、
心
残
り
で
あ

っ
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す

。
心
半
ば
で
逝
か
れ
た
大
河
原
先
生
の
想
い
が

、
心
に

強
く
訴
え
て
き
ま
す

。
送
る
棺
の
中
の
顔
を
み
て
い
る
と

、
涙
で
か

す
む
な
か
強
く
心
に
沁
み
込
む
ん
で
き
ま
し
た

。

 
今

、
活
躍
で
き
る
我
々
は
現
状
に
感
謝
を
し

、

「
や
る
べ
き
こ

と

」
「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

」
に

、
邁
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
湧
き
上
が
り

、
認
識
さ
せ
ら
れ
る
も

の
で
し
た

。
そ
れ
が
生
き
て
い
る
我
々
に
科
せ
ら
れ
た
使
命
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

　

「
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

。

」

※
今
後

、
先
代
と
と
も
に

、
大
河
原
先
生
を
偲
び

、
お
墓
参
り
を
実

施
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

。

平
成
二
十
三
年
度
　
第
二
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 

理
事
会

第
２
５
回
定
例
理
事
会

日
時
　
平
成
２
３
年
７
月
３
１
日

（
日

）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
：
０
０
～

１
６
：
３
０

場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
５
５
・
４

　
　
　
荒
川
三
丁
目
中
央
会
館

（
一
階

）

報
告

　
　
第
２
３
回
議
事
録
読
み
上
げ

　
　
連
盟
収
支
報
告

　
　
委
員
長
報
告

　
　
師
範
報
告

審
議
事
項

　

①
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
評
価
・
反
省
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
の
件

　
②
合
同
練
習
会

、

[

合
同
研
修
会
評
価
・
反
省
・
確
認
の
件

　
③
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動

、
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
確
認
の
件

　
④
そ
の
他
の
事
項

第
２
６
回
定
例
理
事
会

日
時
　
平
成
２
３
年
９
月
１
８
日

（
日

）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
：
０
０
～

１
８
：
０
０

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
－
１
６
－
８

　
　
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
室

報
告

　
　
第
２
４
回
議
事
録
読
み
上
げ

　
　
連
盟
収
支
報
告

　
　
委
員
長
報
告

　
　
師
範
報
告

審
議
事
項

　

①
他
武
道
参
戦
・
役
割
分
担
等
　
確
認
の
件

　
②
護
身
武
道
演
武
大
会
検
討
　
確
認
の
件

　
③
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動

、
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
確
認
の
件

　
④
そ
の
他
の
事
項

　
　
役
職
の
添
削

　
　
委
員
長
の
立
候
補

、
選
出

（
Ｈ
２
４
～

Ｈ
２
６

）

　
　
理
事
長

、
副
理
事
長
の

立
候
補

、
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

（
Ｈ
２
４
～

Ｈ
２
６

）

　　　

平
成
二
十
三
年
度
　
第
二
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

（
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

、
電
話

、
面
接
等
に
よ
る
相
談
機
関

）

　
個
別
相
談
　
　
　
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否
　
０
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
　
０
件

　
　
①
登
校
前
に

、
体
調
が
悪
く
な
る

。

　
　
②
友
達
が
出
来
な
い

。

　
　
③
継
続
的
に

、
暴
力
を
受
け
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他
　
　
３
件

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
　
　
　
　
　
０
件

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
身
に
つ
け
よ
う

」

　
※
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
よ
う

　
ス
ト
レ
ス
は
良
い
も
の
で
あ
れ
悪
い
も
の
で
あ
れ

、
刺
激
が
強
す
ぎ

た
り

、
長
く
続
い
た
り
す
る
と
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す

。
で
す
か

ら

、
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て

、
上
手
に
つ
き
あ

っ
て
い
く

「
技
術

」
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
は

、
健
康
の
た
め
に
も
毎
日
の
生

活
を
楽
し
む
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す

。
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル

の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
で
す

。
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
方
法

、
弱
め
る
方

法

、
忘
れ
る
方
法

、
逆
に
利
用
す
る
方
法
な
ど

、
生
活
の
場
面
場
面
で

使
い
分
け
る
事
が
出
来
ま
す

。
ま
た
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
た
ま
て

し
ま
う
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
た
め
に
も

、
毎
日
の
生
活
に
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し

、
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る
技
術
を
組
み
込
む
こ
と
が
大
切
で

す

。

　
　
　
参
考
資
料
　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
本
部
発
行
冊
子

平
成
二
十
三
年
度

　
行
事
予
定

　
十
一
月
　
二
十
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
十
二
月
二
十
六
日

（
月

）
本
部
納
会

平
成
二
十
四
年

　
　
一
月
　
　
八
日

（
日

）
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
身
武
道
演
武
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
三
月
　
十
八
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

Ｎon Ｐrofit Ｏrganization Ａll Ｊapan Defense Ｍartial Ａrts Ｆederation

　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

 
本
部
道
場
 
　
　
　
　
　
　
　
　
舘
　
長

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

※
ア
イ
シ
ン
グ
と
は
何
か
・
・
・

（
連
載

）

１
・
３
　
ア
イ
シ
ン
グ
は
万
能
選
手

④
出
血
を
伴
う
場
合
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ス
ポ
ー

ツ
中
等
の
け
が
は

、
し
ば
し
ば
出
血
を
伴
い
ま
す

。
試
合

中
に
派
手
に
転
ん
だ
と
き
な
ど

、
皮
膚
に
切
り
傷
や
擦
り
傷
が

あ

っ
て
出
血
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す

。
そ
し
て
皮
膚
の

下
で
は

、
往
々
に
し
て
打
撲
も
同
時
に
起
き
て
い
ま
す

。
血
が
出

て
い
る
と
け
が
を
し
た
本
人
も
周
り
の
人
も
慌
て
て
し
ま
い

、
消

毒
や
止
血
ば
か
り
に
頭
が
い

っ
て
し
ま
い
ま
す
が

、
打
撲
も
同
時

に
起
き
て
い
れ
ば

、
そ
ち
ら
に
対
す
る
応
急
処
置
と
し
て
の
ア
イ

シ
ン
グ
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん

。

１
・
４
　
慢
性
的
な
痛
み
に
も
有
効

ス
ポ
ー

ツ
選
手
等
共
通
の
悩
み
・
・
・
・
・

ス
ポ
ー

ツ
等
を
長
く
や

っ
て
い
る
と

、
持
病
と
も
い
え
る
よ
う
な

痛
み
が
ど
こ
か
に
生
じ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す

。
こ
れ
は

特
定
の
関
節
や
筋
肉
に
繰
り
返
し
負
荷
が
か
か
る
結
果
起
こ
る
現

象
で

、
い
わ
ゆ
る
慢
性
障
害
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す

。
対
象
部
位

に
対
す
る
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
丹
念
に
行

っ
て
い
け
ば

、
悪

化
を
防
ぎ

、
そ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

。

人
は
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
長
す
る

平
成
二
十
三
年
度
　
第
二
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局

一
報
告

１
派
遣
事
業

※
平
成
２
３
年
９
月
２
３
日

（
金

）

　
台
東
区
今
戸
１
・
１
・
１
０

　
台
東
区
リ
バ
ー

サ
イ
ド
体
育
館
　
参
戦
者

（
１
４
名

）

※
平
成
２
３
年
９
月
３
０
日

（
金

）

　
府
中
市
東
芝
町
一
番
地

　
東
芝
府
中
事
業
所
　
第
一
体
育
館

（
B
コ
ー

ト

）
指
導
者
・
５
名

上
野
道
場
　
　
　
　
　
 
 
 
 
　
　
瀧
井
師
範

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～

２
０
：
１
０

※
５
級
審
査
７
月
２
９
日

（
月

）
合
格
　
根
本
拓
殿

　 
夏
期
の
合
宿
に
お
い
て

、
谷
岡
拓
哉
君

、
能
登
谷
俊
君
２
名
が
初
段

に
合
格
い
た
　
し
ま
し
た

。
二
人
と
も
進
学
の
勉
強
の
合
間
に
練
習
に

励
み

、
無
事
に
合
格
し
ま
し
た

。
助
手
と
し
て
練
習
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
奮
闘
し
て
く
れ
て
ま
す

。

　
　
９
月
に
根
本
拓
君
が
５
級
に
昇
級
し
ま
し
た

。

　
同
じ
く
９
月
に
は

、
他
武
道
参
戦

(

空
手
大
会

)

に
大
関
友
也
君

、

根
本
拓
君
が
参
戦

。
二
人
と
も
健
闘
い
た
し
ま
し
た

。
根
本
君
は
初
出

場
で
し
た

。
大
関
達
也
君
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
し
た
が

、
け
が
に

よ
り
辞
退
し
ま
し
た
が

、
当
日
は
元
気
に
仲
間
を
応
援
し
て
く
れ
ま
し

た

。
３
月
の
震
災
に
伴
う
節
電
等
で
練
習
時
間
の
変
更
を
し
い
ら
れ
ま

し
た
が

、
時
間
も
元
に
近
い
状
況
に
な
り
ま
し
た

。
こ
れ
か
ら
も
稽
古

に
道
場
生
一
同
が
ん
ば
り
ま
す

。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す

。
上
野
道
場
　
瀧
井

 　 い
つ
も
の
通
り
の
乱
取
り

練
習

、
科
目
の
練
習
と
同

様
に
大
切
な
修
業
で
す

。

間
合
い

、
タ
イ
ミ
ン
グ

、

ス
ピ
ー

ド
等
学
ぶ
こ
と
は

多
い

。

高
段
者
審
査
科
目
練
習
を

行
い

、
よ
り
師
範
の
レ
ベ

ル
ア

ッ
プ
等
の
場
所
と
し

て
あ
る
の
で

、
常
に
師
範

の
先
生
が
練
習
に
指
導
に

当
た

っ
て
い
ま
す

。

東
葛
道
場
　
 
 
　
　
　
　
　
　
長
島
師
範

場
所
　
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
　

我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　
１
9
：
０
０
～

2
１
：
０
０

連
絡
先
　
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

　
東
葛
道
場
の
道
場
生

、
飯
田
祐
生
君
は

、
中
学
生
に
な
り
部
活
動
と

道
場
を
両
立
さ
せ
て
頑
張

っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す

。
1
0
月
に

は
一
級
審
査
を
受
け
る
予
定
な
の
で
張
り
切

っ
て
い
ま
す

。

最
近
は
体
力
も
か
な
り
付
い
て
き
て
た
く
ま
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た

。

部
活
動
と
両
立
さ
せ
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が

、
週
一
回
１
時
間

程
度
の
練
習
な
の
で
頑
張

っ
て
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す

。

来
年
の
黒
帯
取
得
を
目
指
し
て
が
ん
ば
れ

。
継
続
は
力
な
り

。
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松
戸
五
香
道
場
　
 
 
 
 
 
　
及
川
師
範

場
所
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
 
 
 
 
 

松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
毎
週
日
曜
日
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

連
絡
先
 
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

草
加
道
場
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
 
 

草
加
市
清
門
町
６
７
１
 

新
田
西
文
化
セ
ン
タ
ー

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
 
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

 
今
回
は
初
め
て
弟
子
の
磯
部
颯
君
が
空
手
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

。

結
果
は

、
二
回
戦
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
初
参
加
な
が
ら
一
生
懸

命
頑
張

っ
て
い
た
の
が
と
て
も
良
か

っ
た
で
す

。

来
年
は
も

っ
と
練
習
し
て
一
勝
は
し
た
い
と
言

っ
て
い
ま
し
た

 
最
近
の
草
加
道
場
で
は
颯
君
が
一
級
に
な
り
い
ま
ま
で
以
上
に
強
く

な

っ
て
来
ま
し
た

。

来
年
は
初
段
に
な

っ
て
も

っ
と
強
く
う
ま
く
な

っ
て
欲
し
い
と
思

っ
て

い
ま
す

。
そ
の
た
め
に
も

っ
と
道
場
生
を
増
や
し
て
行
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す

。

  

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
　
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

う
ま
く
言
え
ま
せ
ん
が

、
今
世
田
谷
道
場
は
非
常
に
中
途
半
端

な
状
況
で
す

。
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す

。
私
の
力
の
不
足
で
す

。
場
所

、
日
時
の
移
転
な
ど
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す

。
次
回
号
で

、
ま
た
演
武
大
会
で

、
生

き生
き
と
し
た
活
動
が
少
し
で
も
報
告

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す

。

　

「
頑
張
れ

、
元
さ
ん
！
！

」
舘
長
よ
り

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

Ｎon Ｐrofit Ｏrganization Ａll Ｊapan Defense Ｍartial Ａrts Ｆederation

（
有

）
亀
屋
酒
店

（
銘
酒
専
門

、
お
中
元

、
お
歳
暮
に

）

三
鷹
市
北
野
３
の
６
の
１
０

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
４
２
２
ー

４
５
ー

５
４
６
０

)

和
菓
子
処
　
八
千
代
堂

本
　
 

店
　
合
羽
橋
通
り
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
4
1

)

3
4
4
1

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
7
2

)

1
7
0
5

石
川
商
店

（
お
肉
屋
さ
ん

）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３

（
初
代
会
長
の
お
店

）

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
８
７
３

)

４
７
２
０

瀧
井
商
店

（
す
だ
れ

）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

　
３
８
３
１

)

０
８
４
４

（
有

）
カ
サ
ギ
電
気
工
業

（
電
気
工
事

、
設
計

）

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
４
８
４

）
６
２
８
２

有

）
油
屋
商
事

（
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
住
宅
設
備

）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
２
ー

９
２
７
４
ー

８
８
８
７

)

ひ
た
ち
な
か
教
室
　
指
導
師
範
　
平
戸
師
範

連
絡
先
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

【
事
務
局

】

東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
色
濃
く
い
ま
だ
に
残
る
と
こ
ろ
も
あ
る
様
で

す

。
９
月
１
８
日
理
事
会
に
出
席
さ
れ

、
３
．
１
１
以
降
の
模
様
を
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た

。
我
々
は
仲
間
と
し
て

、
震
災
以
降
も
何
の
支
援

を
す
る
こ
と
も
で
き
ず

、
申
し
訳
な
く
思

っ
て
お
り
ま
す

。
し
か
し

、

平
戸
先
生
は

、
昨
日
ま
で
と
同
様
に
話
さ
れ

、
先
生
の
人
な
り
に
改
め

て
感
じ
い

っ
た
と
こ
ろ
で
す

。
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
連
盟
の
さ
ら
な

る
発
展
に

、
と
も
に
歩
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た

。

※
派
遣
事
業

場
所
　
府
中
市
東
芝
一
番
地

　
　
　
　
東
芝
府
中
事
業
所
　
第
一
体
育
館
Ｂ
コ
ー

ト

日
時
　
９
月
３
０
日

（
金

）
１
８
：
０
０
～

２
０
：
４
０

参
加
人
員
　
　
９
名

東
芝
府
中
事
業
所
担
当

　
部
長
　
大
関
浩
一
本
部
指
導
員

　
監
督
　
笠
置
博
史
教
士

　
参
加
師
範

　

片
倉
隆
志
教
士

、
及
川
暁
史
錬
士

、
舘
長

　　

　

真
土
道
場
　
　
　
　
中
武
師
範
・
及
川
師
範
・
舘
 

長

場
所
　
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八
荒
川
旧
真
土
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
１
３
：
０
０
～

１
５
：
０
０

※
三
級
審
査
・
８
月
２
７
日

（
土

）
合
格
　
中
嶋
雅
隆
殿

　
経
験
を
生
か
し
た
成
長
を

考
え
て
い
ま
す

。
時
を
無
駄
に

し
な
い
こ
と
で
す

。
経
験
を
重

ね
指
導
者
と
し
て
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す

。

※
６
級
審
査
・
９
月
１
０
日

（
土

）
合
格
　
今
田
大
貴
殿

　
長
身
か
ら
繰
り
出
す

、
突
き

蹴
り
は
基
本
が
し

っ
か
り
身

に
つ
け
ば

、
相
当
な
力
に
な
る

、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す

。

「
真
の
護
身
を
学
ぼ
う
！
！

」

※
護
身
武
道
の
こ
こ
ろ

　
中
嶋
さ
ん
が
で
あ

っ
た
出
来
事
で
す

。

「
あ
る
ス
ー

パ
ー

に
て
買
い

物
を
し
レ
ジ
に
並
ん
で
い
る
と

、
こ
ち
ら
で
も
行
い
ま
す
の
声
に
最
初

に
反
応
し
並
び
ま
し
た

。
す
る
と
他
の
列
か
ら
文
句
を
言
う
男
性
が
い

ま
し
た

。
気
に
も
留
め
ず
に
精
算
を
済
ま
せ
て
帰
り
し
な

、
そ
の
男
性

と
お
ぼ
し
き
人
が

、
肩
で
お
も
い
き
り
あ
た

っ
て
き
ま
し
た

。
思
わ
ず

後
ろ
に
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

。
そ
の
時

、
以
前
で
あ
れ
ば

「
何

を
す
る
の
だ

」
と
い

っ
た
と
思
い
ま
す

、
が
今
は
自
分
の
不
注
意
と
未

熟
さ
か
ら
と
考
え
る
事
が
出
来
ま
し
た

。

」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

。

指
導
者
と
し
て
嬉
し
い
話
で
す

。

開会宣言・・大関部長
・教室の概要

・参加師範の紹介

舘
長
挨
拶

（
１
８
：
０
０
～

１
８
：
１
０

）

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
と
お
礼
・
・
・

。
護

身
武
道
と
は

、

「
人
に
優
し
く

」
を
柱
に

、
護
身

術
で
は
な
く

、
護
身
武
道
と
し
て

「
技

」
「
心

」

を
学
ぶ
も
の
で
す

。
昨
今
の
現
状
は
ト
ラ
ブ
ル
が

ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

。
殴

ら
れ
た
ら
殴
る
で
は
な
く

。
そ
の
前
に
何
か
や
る

べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。

「
謝

っ
て
済
む
こ
と
で
あ
れ
ば
謝
れ
る
心
が
大
切

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
・
・
・
・

。

前
回
の
講
座
で
は

、
お
伝
え
で
き
な
か

っ
た
護
身

武
道
の
技

、
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

、
及
び
考
え

方
の
一
部
で
も
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
れ

ば
幸
い
で
す

。
楽
し
ん
で

、
学
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す

。

大
関
部
長

ス
ト
レ

ッ
チ

怪
我
の
な
い
よ
う
に

笠
置
監
督

基
本
の
突
き

蹴
り
：

ゆ

っ
く
り
と

※
護
身
武
道
実
技
１
８
：
４
０
～
１
９
：
４
０

払
い
技
・
捌
き
技
・
抜
き
技

（
手
首

、
袖

、
腕

、
肩

、
衿
迎

え

）

グループ指導

大関部長

笠置監督

☆羽交締め守法

☆後ろ組付守法

　　逆技
一級③手首

掴み方をいろいろに！
　残心も大切です。

☆折りたたみ傘
を使用して

☆短刀取り（捕り）

休憩１９：４０

　　　　　～１９：５０

１９：５０～
　　　　２０：４０

乱取り実技
及川先生参加

初体験のグローブ

練習、緊張します～～

　 基本の攻防

上段・中段・蹴り

：師範に挑戦：実践の雰囲気を実感してください。

　　　　グローブ着用・・優しく、厳しく・・
　全員に３人の師範が指導：ストレス発散に効果大：

質
疑
応
答

（
舘
長
・
師
範
に

）

・
始
め
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い

。

・
実
践
的
体
験
を
し
ま
し
た
か

。

・
そ
の
他

記念撮影 片倉先生

２０：４０～２０：５０　　　質疑応答

支
部
道
場
と
し
て

、
ま
た
道
場
長
と
し
て
の

使
命
と
役
割
を
果
た
せ
て
い
る
か

、
ま
た
ど

の
様
に
し
た
ら
連
盟
に
対
し
て
機
能
し
貢
献

が
で
き
る
か
を

、
思
い
悩
ん
で
い
ま
す

。
生

徒
に
は
こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
生
き
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
の
も
と

、
単
に
稽
古
を
す
る

に
限
ら
ず

、
語
り
合
う
こ
と
や

、
考
え
て
も

の
を
つ
く
る
こ
と

、
そ
し
て
発
想
を
す
る
こ

と
が

、
喜
び
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
と
信
じ
て

い
ま
す

。
そ
れ
ら
が
積
み
重
ね
な
り
護
身
武

道
の
文
化
を
み
ん
な
で
培

っ
て
い
る
の
だ
と

思

っ
て
い
ま
す

。
自
分
達
の
将
来
が
明
る
い

未
来
と
な
る
た
め
に
も

、
舘
長
が
よ
く
言
う

｢

今
を
大
切
に
生
き
る

｣

こ
と
を
考
え

、
ど

の
よ
う
に
拓
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
悩

ん
で
い
ま
す

。

【
事
務
局

】
平
成
１
４
年
開
設
道
場
と
し
て

、
今
日
ま
で
多
く
の
生

徒
の
皆
さ
ん
を

、
育
成
し
て
き
ま
し
た

。
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は

、

楽
し
さ
よ
り
も
苦
し
さ
の
方
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か

。
し
か
し

、
振
り
返

っ
て
み
れ
ば

、
そ
の
苦
し
さ
が
喜
び
と
な

っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

。
武
道
の
指
導
者
は

、
大
げ
さ
に
言

っ
て

し
ま
え
ば

、
生
き
様
や
基
本
と
な
る
考
え
方
に
深
く
係

っ
て
き
て
い

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。
。

我
々
は

、
確
固
た
る
信
念
の
も
と

、
希
望
と
明
る
い
未
来
に
導
く
使

命
が
あ
る
意
味
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す

。
。

ど
の
道
場
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
が

、
自
己
研
鑚
を
怠
る
こ
と

な
く

、
縁
あ
る
限
り
会
員
の
皆
さ
ん
に

、
最
善
を
尽
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

。

三鷹魂！ !

松
戸
五
香
道
場
は
他
武
道
参
戦
と
し
て
台
東
区
の

空
手
道
大
会
に
及
川
寧
久

、
城
戸
菜
央
が
参
戦
し

ま
し
た

。
乱
取
り
を
始
め
て
ま
だ
３

ヶ
月
程
し
か

経

っ
て
い
ま
せ
ん
が

、
物
怖
じ
せ
ず
か
ん
ば

っ
て

く
れ
ま
し
た

。
今
回
負
け
は
し
ま
し
た
が

、
乱
取

り
の
大
会
の
雰
囲
気
は
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
い

ま
す

。

次
は
年
明
け
の
演
武
大
会
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
の

３

ヶ
月
間
稽
古
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す

。

お
父
さ
ん

、
お
母
さ
ん
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

。
菜
央
さ
ん
も
家
族
の
み
ん
な
の
見
て

い
る
前
で
試
合
を
行

っ
た
事
が
良
い
経
験
と
な

っ

た
と
思
い
ま
す

。


